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研究分野 ：老年看護学

老人保健施設などの施設において、認知症高齢者が身体的（殴る・蹴る）・言語的
（暴言を吐く）攻撃的行動を伴うとなると、介護はよりいっそう困難なものになりま
す。海外の研究結果では、認知症高齢者から受ける攻撃的行動によって、介護職者が
常に身の危険を感じるといったストレスや怒りや悲しみ、うつ状態のような精神的苦
痛を感じ、仕事への意欲の低下やケアの質の低下を引き起こすと報告されています。

そこで、老人保健施設で働く介護者のストレスや仕事燃え尽き症候群（バーンアウ
ト）と、認知症高齢者の攻撃的行動との関連を明らかにすることを目的に、アンケー
ト調査を実施しました。

老人保健施設で働く介護者のストレスと認知症高齢者の攻
撃的行動との関連

■日本語版Exposure to Disruptive Behavior Scale の信頼性・妥当性の検証

カナダで開発されたThe Exposure to Disruptive Behavior Scale（EDBスケール）を
日本語訳し、信頼性・妥当性の検証を行いました。α係数は0.94であり、Stressor 
Assessment Scaleを使った構成概念妥当性も立証されました。

■認知症高齢者の攻撃的行動と介護職者のバーンアウト

認知症高齢者の攻撃的行動とそれによる介護職者のストレスとバーンアウトの３つの
因子のMediator effectを調べたところ、認知症高齢者の攻撃的行動による介護職者のス
トレスがバーンアウトに影響していることが判明しました。

■認知症高齢者の攻撃的行動が原因となる離職の意思

上記のように、認知症高齢者の攻撃的行動とそれによる介護職者のストレスと離職の
意思（攻撃的行動が原因で、仕事を辞めたいと思う）の３つの因子のMediator effectを
調べたところ、認知症高齢者の攻撃的行動による介護職者のストレスが離職の意思に影
響していることが判明しました。

■今後の課題
これらの結果から、認知症高齢者による攻撃的行動が介護職者のストレスを引き起こ

し、それがバーンアウトや離職の意思へと影響することがわかりました。今後、攻撃的
行動の減少とその行動から受ける看護・介護職者のストレスを軽減するために、看護・
介護職者への専門的なトレーニングや教育が必要と思われ、介入研究に取り組んでいき
たいと考えています。

ストレス 

     1st: β = .48, p < .001                         3rd: β = .33, p < .001 

 
攻撃的行動              2nd:  β = .32, p < .001          バーンアウト                                                       

3rd:  β = .16, p = 0.08     
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研究分野 ：エンドオブライフケア 生命倫理

エンドオブライフケア実践者が、いつでも、どこでも自学自習できる教材開発に取り組
んでいます。今年度は、エンドオブライフに関する教育ニーズの高かったコミュニケー
ションについて取り組み、『あなたならどうする？エンドオブライフケアのコミュニケー
ション』を作成しました。

＜特許・共同研究等の状況＞
・科学研究費助成（基盤研究C）「エンドオブライフに関するブレンディッド型e-learning教材の開発」

研究代表者

エンドオブライフケア実践者のための
コミュニケーション教材

■エンドオブライフに関する教育ニーズ

エンドオブライフケア実践者が、エンドオブライフに関してどのような教育ニーズがあるのか調査をし
た結果、「患者や家族とのコミュニケーション」「看取りケア（エンゼルケア）」「具体的な実践内容」
に関する希望が上位をしめました。そこで、筆者らは、エンドオブライフにある人々とその家族とのコ
ミュニケーション場面を想定したDVDを作成することにしました。

■あなたならどうする？エンドオブライフにある人々と家族とのコミュニケーション
この教材は、病院編・在宅編の全11シーンを収録しています。各シーン5分程度で構成しているため、

短時間でも、興味のあるシーンから始めることができます。また、患者情報とコミュニケーションシーン
を視聴後、考えてみよう①②を設けています。最後に会話の完成例と注意したいポイントを教示していま
す。

【病院・患者編】
①身体的苦痛のある入院患者
②気持ちが落ち込んでいる入院患者
③スピリチュアルペインのある入院患者
④死について語る入院患者
⑤混乱状態にある入院患者

【病院・家族編】
①傾眠傾向の強くなった患者を見て心配する家族
②無理に食べさせようとする家族
③予期悲嘆のある家族
④怒りのある家族

【在宅編】
①親族に「病院に連れていけ」と言われて困惑する家族
②死前喘鳴の出現に困惑する家族

■エンドオブライフケアを実践している・これから実践しようとしている皆さんへ
日本は多死社会をむかえ、病院施設だけでなく在宅や介護保険施設でのエンドオブライフケアの充実が

求められています。筆者らは、医療職だけではなく介護職も、学部生だけではなくエンドオブライフケア
実践者も、学びなおす機会として、このDVDを提供していきたいと考えています。
また、本学のエンドオブライフケア演習（4月～7月）科目の一部を地域の看護職・介護職に公開してい

ますので、エンドオブライフケアに興味のある方は、是非ご参加ください（事前申し込み）。
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